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	応用
	抗原情報
	背景
	触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,組織特異性：肝臓、腎臓、膵臓、脾臓、胸腺、前立腺で発現します。,触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,組織特異性：肝臓、腎臓、膵臓、脾臓、胸腺、前立腺で発現します。,
	研究分野
	-
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	PDIK1L抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	PDIK1L抗体を用いたK562細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	PDIK1L ポリクローナル抗体を使用した K562 細胞のウェスタン ブロット分析。

